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　AI 技術は近年加速度的に発展し，その波は脊椎脊髄領域にも
確実に押し寄せています．読影支援の高度化はもとより，術前
計画，術中ナビゲーション，さらには転帰予測に至るまで，臨
床判断の基盤そのものを刷新する力を備えつつあります．一方
で，データ分布の偏りに起因するバイアス，モデルの透明性・
再現性，現場での運用体制と責任分担といった課題は依然とし
て看過できず，私たち臨床家が主体的に向き合うべきテーマで
もあります．本特集では，こうした「可能性」と「課題」が交
錯する最前線を丹念に掬い上げ，AI 活用の現在地を多面的に示
すことを意図いたしました．
　取り上げた内容は多岐にわたります．椎間板変性と化膿性脊
椎炎の鑑別，矢状面アライメントや側弯症の深層学習解析，頸
椎症の単純 X 線自動判定，脊髄腫瘍の診断支援，転移性骨病変
のアウトカム予測，AI による椎体骨折判定，さらには超解像
DLRを応用した高精度MRIや術中リアルタイムAIとロボティ
クスの融合に至るまで，今日の臨床および研究の最前線が凝縮
されています．また，AI システムの社会実装に不可欠なバイア
ス対策，倫理的配慮，薬事承認の現状と課題を俯瞰することで，
単なる技術論に終わらせず，将来の医療基盤を見据えた議論に
も踏み込みました．
　AI の恩恵を最大化しつつ，その限界を正しく理解するこ
と―これは私たちが次世代の脊椎脊髄診療を形づくるうえで
欠かせない姿勢です．本特集が，読者の皆様の知識の整理と展
望の構築を助け，AI 時代の臨床を読み解く確かな羅針盤となれ
ば幸いです．
　最後になりますが，ご多忙の折にもかかわらず快く執筆をご
担当くださった先生方に，深甚なる謝意を表します．本特集が，
脊椎脊髄診療の未来をともに描く契機となることを心より願っ
ております．
 （中村雅也）
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